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全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇◇ 全全国国税税ホホーームムペペーージジ ◇◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

の
救
援
活
動
が
「
年
越
し
派

遣
村
」
で
も
光
っ
た
▼
米
や

野
菜
な
ど
炊
き
出
し
用
の
食

材
が
積
ま
れ
、
モ
チ
米
の
袋

に
「
オ
レ
の
作
っ
た
米
を
食

っ
て
元
気
出
せ
」
の
寄
せ
書

き
も
あ
る
▼
「
農
民
は
同
情

し
て
食
材
を
届
け
て
い
る
の

で
は
な
い
。
コ
メ
を
作
る
の

に
時
給
１
７
９
円
で
、
最
低

賃
金
を
下
回
る
収
入
し
か
な

い
」「
新
自
由
主
義
に
よ
る

農
作
物
の
買
い
た
た
き
・
海

外
依
存
は
、
労
働
者
の
使
い

捨
て
と
ウ
リ
二
つ
だ
か
ら

だ
」
と
代
表
は
の
べ
た
▼

「
国
民
の
苦
悩
あ
る
と
こ
ろ

に
農
民
連
あ
り
」
と
意
気
高

い
。負
け
て
は
い
ら
れ
な
い
。

「
な
く
せ
貧
困
、
生
活
危
機

突
破
に
た
た
か
う
労
働
組
合

あ
り
」
の
構
え
で
09
春
闘
、

政
治
転
換
に
ダ
ッ
シ
ュ
を
か

け
る
。

阪
神
・
淡
路

大
震
災
以
来

お
こ
な
っ
て

き
た
農
民
運

動
全
国
連
合

会（
農
民
連
）

〈
出
題
〉
九
段
　
石
榑
郁
郎
　

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉
黒
１
、
３
の
好
手

段
で
白
を
仕
留
め
ま
す
。

（
５
分
で
二
、
三
段
以
上
）

「非常勤職員の増加は正常な姿
ではない」と鳩山大臣も答弁

一
般
職
国
家
公
務
員
の
給

与
法
等
の
改
正
法
案
は
、
昨

年
12
月
19
日
、
全
会
一
致
で

可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

総
務
委
員
会
で
は
、
質
問

に
立
っ
た
ほ
と
ん
ど
の
議
員

が
非
常
勤
職
員
の
問
題
を
と

り
あ
げ
ま
し
た
。

那
谷
屋
議
員
（
民
主
）
は
、

「
定
員
削
減
の
影
響
で
非
常

勤
職
員
の
増
大
が
顕
著
だ
。

同
一
労
働
同
一
賃
金
で
非
正

規
労
働
者
の
処
遇
改
善
の
お

手
本
を
官
か
ら
示
す
必
要
が

あ
る
」
と
政
府
の
責
任
を
追

及
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
鳩
山
邦

夫
総
務
大
臣
は
、「
あ
く
ま

で
非
常
勤
職
員
は
短
時
間
勤

務
に
す
べ
き
だ
。
常
勤
と
同

じ
仕
事
を
し
て
い
る
の
に
非

常
勤
の
扱
い
と
な
っ
て
い
る

の
は
問
題
で
、
常
勤
に
す
べ

き
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

山
下
議
員
（
共
産
）
は
、

「
原
資
が
限
ら
れ
て
い
る
中

で
、
雇
い
止
め
も
起
こ
っ
て

い
る
。
予
算
の
充
実
こ
そ
必

要
だ
」
と
指
摘
、
弘
友
議
員

（
公
明
）
は
、「
人
事
院
の
指

針
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
政

府
・
総
務
省
と
し
て
統
一
対

応
が
必
要
だ
」
と
迫
り
ま
し

た
。
ま
た
、
又
市
議
員
（
社

民
）
は
、「
地
方
自
治
体
は

財
政
難
で
正
規
職
員
を
削
減

し
た
。
こ
れ
で
は
安
定
し
た

住
民
サ
ー
ビ
ス
は
で
き
な

い
。」
と
政
府
の
責
任
を
追

及
し
ま
し
た
。

鳩
山
大
臣
は
、「
地
方
自

治
体
に
は
約
50
万
人
の
非
常

勤
職
員
が
い
る
。
正
常
な
姿

で
は
な
い
」
と
認
め
ま
し
た

が
、「
安
心
し
て
働
け
る
よ

う
一
生
懸
命
や
っ
て
い
く
」

と
の
抽
象
的
な
答
弁
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。

総務委員会質疑　非常勤職員問題などに集中

「最近の税金問題を考える」と題した講演で、三
木教授は、なぜ税制改正は３月以降？　なぜ事業承
継ばかり？　企業課税を地方はできない？　等々に
ついて縦横無尽に語り、あわせて、「国際連帯税の
布石→通貨取引税を実現させませんか」と問いかけ、
新たな視点での研究活動を深めようと呼びかけまし
た。その要旨を紹介します。

移動可能な資本を優遇する
「税の安売り競争」が世界の
租税政策を歪めている。移動

可能な資本はより安い国に移動し、移動された国は更に安い
誘導策で呼び戻すしかない。そうすると、一国の税収は何に
よってもたらされるのか！　言うまでもなく、移動できない
労働者の給与や国内消費等からになる。
何京円もの資本が光速で世界中を駆け巡っており、投機家

が短期資本を大量に流入させ、その国の株式や通貨をバブル
化させ、機を見て一気に回収をする。

労
連
は
、「
評
価
結
果
の
全

面
開
示
や
苦
情
処
理
に
か
か

わ
る
労
働
組
合
の
関
与
な
ど

根
本
部
分
で
大
き
な
溝
が
あ

り
、
そ
れ
が
埋
ま
ら
な
い
ま

ま
実
施
に
向
け
た
作
業
が
進

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
重
大

な
問
題
」と
指
摘
し
た
上
で
、

評
価
結
果
の
活
用
の
実
施
時

期
に
つ
い
て
「
制
度
の
完
成

度
（
習
熟
度
、
信
頼
度
、
妥

制度の完成度の検証が先決

当
性
等
）
の
十
分
な
検
証
を

踏
ま
え
る
こ
と
を
前
提
に
、

本
府
省
以
外
の
機
関
を
『
本

府
省
の
１
年
後
』
と
限
定
し

な
い
」「
人
事
評
価
の
活
用

は
勤
務
条
件
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
合
意
に
基
づ
い
て
実
施

す
る
」
よ
う
申
し
入
れ
ま
し

た
。対

応
し
た
井
上
審
議
官
は

「
施
行
は
法
律
で
決
ま
っ
て

お
り
、
本
府
省
以
外
は
１
年

後
か
ら
実
施
と
い
う
部
分
を

更
に
延
ば
す
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
」と
回
答
し
ま
し
た
。

国
公
労
連
は
、「
各
省
で

対
応
に
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ

る
制
度
自
体
に
問
題
が
あ

り
」「
ま
と
も
に
リ
ハ
ー
サ

ル
試
行
を
行
っ
て
い
な
い
省

庁
も
あ
り
、
強
引
に
ス
タ
ー

ト
し
て
も
、
結
局
使
え
な
い

も
の
に
な
り
か
ね
な
い
」
と

主
張
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

人
事
院
は
、「
ど
う
い
う
基

準
で
活
用
す
る
か
を
決
め
る

段
階
に
き
て
い
る
」
と
の
回

答
に
終
始
し
ま
し
た
。

総
務
省
が
４

月
実
施
を
前
提

に
新
人
事
評
価

制
度
関
連
の
政

令
案
づ
く
り
を

進
め
、
人
事
院

も
活
用
に
関
わ

る
最
終
的
考
え

方
を
固
め
つ
つ

あ
る
中
、
国
公

労
連
・
全
国
税

は
１
月
９
日
、

人
事
院
に
対
し

要
求
・
申
し
入

れ
を
行
い
ま
し

た
。冒

頭
、
国
公

「納税者党宣言！」

三木立命館大学教授

応
能
負
担
で
公
平
確
保
を

全
労
連
・
国
公
労
連
・
全
国
税
が
共
同
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
「
ビ
ク
ト
リ
ー
マ
ッ
プ
・
大
企
業
の
内
部
留

保
―
大
企
業
の
社
会
的
責
任
追
及
と
不
公
平
税
制
是
正

を
求
め
る
」
活
動
が
社
会
的
に
注
目
さ
れ
る
中
、
１
月

10
〜
11
日
に
開
催
し
た
第
48
回
税
研
全
国
集
会
（
神
戸

市
須
磨
区
内
）
に
２
４
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

八
代
税
研
推
進
委
員
長
、

山
口
全
国
税
本
部
委
員
長
が

歓
迎
の
挨
拶
を
述
べ
、
来
賓

の
吉
井
衆
院
議
員
、
秋
山
国

公
労
連
書
記
次
長
か
ら
連
帯

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

基
調
報
告
に
立
っ
た
税
研

そ
の
た
め
、
①
所
得
税
を

税
体
系
の
基
幹
税
と
し
、
累

進
的
な
総
合
課
税
に
よ
っ
て

所
得
の
再
分
配
機
能
の
確
保

を
最
優
先
す
べ
き
、
②
大
企

業
優
遇
税
制
を
是
正
す
る
と

と
も
に
、
大
企
業
の
社
会
的

責
任
を
果
た
さ
せ
る
こ
と
が

緊
喫
と
な
っ
て
い
る
、
③
消

二
日
目
の
分
科
会
討
議
も

受
け
て
開
か
れ
た
全
体
集
会

で
は
、「
税
制
改
革
の
基
本

は
不
労
所
得
に
は
重
課
、
勤

労
所
得
に
は
軽
課
を
し
、
最

低
生
活
費
に
は
課
税
を
し
な

い
理
念
の
も
と
、
応
能
負
担

原
則
を
徹
底
し
税
負
担
の
公

平
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

あ
り
方
も
検
討
す
る
重
要
性

を
強
調
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
立
命
館
大
学

法
科
大
学
院
の
三
木
義
一
教

授
の
「
日
本
の
最
近
の
税
金

問
題
を
考
え
る
」
と
題
し
た

講
演
、
長
谷
川
前
本
部
書
記

長
の
「
ｅ–
T
a
x
急
拡
大

の
問
題
点
」
と
題
し
た
特
別

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

選
挙
を
控
え
た
政
府
与
党
に

配
慮
す
る
内
容
で
、
そ
の
存

在
意
義
が
問
わ
れ
る
」
と
指

摘
し
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、「
今
こ
そ
応

能
負
担
原
則
の
確
立
を
―
憲

法
を
活
か
す
税
財
政
・
税
務

政
を
め
ざ
し
て
」
を
中
心
テ

ー
マ
に
、
①
「
税
財
政
改
革
」

の
本
質
と
実
態
を
明
ら
か
に

し
、
②
「
不
公
平
税
制
」
の

実
態
を
分
析
し
、
民
主
的
改

革
方
向
を
明
ら
か
に
す
る
、

③
国
民
本
位
の
税
務
行
政
の

中
央
推
進
委
員
会
の
木
村
事

務
局
長
は
、「
度
重
な
る
所

得
税
最
高
税
率
の
引
き
下
げ

や
法
人
税
減
税
が
格
差
拡
大

の
要
因
と
な
っ
て
き
た
。
し

か
し
、
政
府
税
制
調
査
会
答

申
は
、
景
気
減
速
の
中
、
総

費
税
は
直
接
税
の
補
完
税
と

し
、
ぜ
い
た
く
品
等
課
税
範

囲
を
整
理
し
個
別
に
課
税
す

べ
き
で
あ
る
こ
と
、
④
税
制

調
査
会
等
の
全
面
的
情
報
公

開
、
委
員
選
定
や
運
営
方
法

等
そ
の
あ
り
方
を
民
主
化
す

べ
き
、
と
の
ま
と
め
を
確
認

し
散
会
し
ま
し
た
。

「たっぷり油のさされた国際金融
の歯車に少々の砂粒をまく」ことが
必要である。これがトービン税、別
名・通貨取引税といわれている。通
貨取引に低率の課税を行う「トービ
ン税構想」によれば、短期に複数回
の通貨売買を繰り返す投機取引は不
利になり、長期資本への悪影響は避
けられる。しかも、その課税対象は
莫大で多額の税収が見込まれる。
国連が中心になって徴収し、低開発国を中心に配分すれば、
税制を通じて経済格差が是正され、税の国際的再分配効果も
期待できる。しかし、アメリカが強硬に反対し、各国の課税
権を侵害する側面もあるため提案は無視され続けてきた。
金融危機等を世界の納税者は体験し、この税制を夢物語に

終わらせてはならないと気づき始めた。今や国内的公平さだ
けではなく、国際的公平さにも目を向けなければならない。
ＥＵ諸国を中心にこの税制が検討され始め、03年にベル

ギーの国会は通貨取引税法案を成立させた。世界は徐々に変
わろうとし始めている。昨日の例外は、今日の前例となり、
明日の原則となる。導入する社会的合意が形成されるか否か
にかかっている。

第48回税研
全国集会

大
企
業
は
内
部
留
保
使
い
責
任
果
た
せ

新人事評価　各省の対応にばらつき目立つ
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「
後
期
高
齢
者
」

国
税
版
は
「
後
期
在
職

者
」
で
50
歳
位
ま
で
に
６

級
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
い
な

い
者
。
以
後
「
高
齢
者
に

冷
た
い
関
信
局
」
に
切
り

捨
て
ら
れ
る
。

「
名
ば
か
り
管
理
職
」

カ
ス
署
長
の
下
に
い
る

統
括
官
。
統
括
の
頭
越
し

に
署
長
が
細
か
く
口
を
出

し
立
場
が
な
い
。
ま
さ
に

「
名
ば
か
り
管
理
職
」。

耐
え
ら
れ
ず
に
退
職
を

口
に
す
る
人
も
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

【
近
畿
・
北
大
阪
支
部
】

お

れ
た
ち
は

モ
ル
モ

ッ
ト
か
よ

一
元
化

試
行
署
職
員
の
苦
労
も

報
わ
れ
ず
、
生
か
さ
れ
ず
。

め

ず
ら
し
い

局
の
灯

り
が

も
う
消
え
た

(

午
後
９
時
ご
ろ
か
な
？)

で

た
ら
め
も

一
度
や

っ
た
ら

係
数
に

と

お
か
ら
ず

10
％
か

消
費
税

自
公
の
み
な
ら
ず
民
主

も
…
。

う

る
さ
い
ワ

「
管
理

強
化
」
に

尻
た
た
き

細
々
と
し
た
管
理
、
そ

の
う
え
ノ
ル
マ
の
尻
た
た

き
。
出
来
る
も
の
な
ら
、

や
っ
て
見
せ
て
く
れ
。

５
段
階
評
価
の
意
味
は

【
東
京
・
東
京
中
支
部
】

S

最
高
！

A

え
ー
よ
ん

B

ボ
チ
ボ
チ
で
ん
な

C

チ
ッ
チ
ッ
チ

D

ダ
メ

標
準
は
B
で
す
。
今
後

は
マ
ジ
に
こ
れ
で
評
価
さ

れ
ま
す
。

「
驚
愕
の
人
事
」
を
新
語

流
行
語
大
賞
で
風
刺

【
関
信
地
連
】

「
グ
〜
！
」
１

便
宜
供
与
を
受
け
て
左

遷
さ
れ
た
者
が
先
の
定
期

異
動
で
な
ん
と
指
定
官
職

に
な
っ
た
。
12
月
１
日
か

ら
の
「
国
家
公
務
員
倫
理

週
間
」
に
寄
せ
て
、
長
官

は
「
高
い
モ
ラ
ル
が
求
め

ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

で
も
、
２
年
で
早
く
も
指

定
で
復
権
で
は
、「
高
い

モ
ラ
ル
」
な
ど
ナ
ッ
シ
ン

グ
〜
。

「
グ
〜
！
」
２

「
貴
重
な
休
日
を
割
い

て
運
動
を
牽
引
さ
れ
た
専

従
者
に
感
謝
の
花
束
贈

呈
」
が
報
じ
ら
れ
た
。
で

も
、
専
従
明
け
て
職
場
復

帰
す
れ
ば
第
一
選
抜
の
昇

任
が
待
っ
て
い
る
。
こ
れ

っ
て
少
し
位
休
日
返
上
し

て
も
グ
〜
、
グ
〜
、
グ
〜

で
す
よ
ね
。

〈
解
答
〉
黒
１
の
ツ
ケ
か
ら
３

と
打
つ
の
が
好
手
段
。
白
４

に
黒
５
で
白
死
で
す
。
黒
１

で
５
は
白
１
黒
イ
白
ロ
で
白

生
き
。
黒
３
で
５
は
白
３
で

白
生
き
で
す
。

職
員
を
育
て
た
巡
回
指
導

【
東
京
地
連
】

「
巡
回
相
談
が
若
手
育

成
を
阻
害
し
て
い
る
」
と

の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
、
確
申
期
は
職

員
に
と
っ
て
も
法
令
等
を

理
解
す
る
貴
重
な
時
期
で

し
た
。
ま
た
、
多
様
な
納

税
者
と
目
線
を
あ
わ
せ
、

対
話
の
中
で
「
相
手
の
ど

こ
が
不
明
な
の
か
」
を
探

求
し
、
対
応
す
る
力
を
獲

得
す
る
機
会
で
も
あ
り
ま

し
た
。

申
告
書
作
成
に
最
初
か

ら
最
後
ま
で
責
任
を
持
つ

こ
と
で
必
要
な
知
識
と
能

力
を
習
得
し
成
長
し
て
き

ま
し
た
。

こ
う
し
た
力
を
１
問
１

答
方
式
で
つ
ち
か
う
こ
と

は
困
難
で
す
。「
プ
ロ
と

し
て
誇
り
を
も
っ
て
専
門

知
識
を
み
が
い
て
ほ
し

い
」（
局
長
）
の
な
ら
ば

巡
回
相
談
こ
そ
見
直
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

個
別
協
議
で
昇
格
抜
本
改
善
を

12
月
12
日
、
行
（二）
職
員
の
処
遇
と
労
働
条
件
の
改
善

を
求
め
て
、
国
税
庁
と
交
渉
を
行
い
ま
し
た
（
堰
楽
課

長
補
佐
が
対
応
）。

政治動かす 連帯・絆の力
大晦日から年をまたぎ、東京・日比谷公園に開設され

た「年越し派遣村」――「派遣切り」などで職を奪われ、
住まいを失った人たちの緊急避難所には、500人の「入
村者」、のべ1700人のボランティアが集い、「政治の責任
で対策を」と迫りました。
「年越し派遣村」の運動が政治をどう動かしたか
12月29日 労組や市民団体でつくる実行委員会が「派遣
村」の開設を発表。

31日 開村式。入村者129人、ボランティア360人。
出張床屋も。支援物資が続々届く。
厚労省等に支援要請。野党国会議員らが訪問。

１月１日 コマ回し、凧あげなどで新年を祝う。
２日 夜、厚労省が講堂を宿泊所として開放。
４日 ５日以降、東京都内の４施設の開放で厚労省と合意。「派遣村」
で開かれた集会で、野党が共同して国会決議をあげることで合意。

５日 日比谷公園から４カ所に移動。生活保護申請、職業紹介などが
本格化。国会に要請行動、野党各党が呼び掛けた院内集会に「村民」
らが参加。

６日 国会決議案を、野党共同で衆参両院議長あてに提出。
７日 参院本会議で「雇用と住居など国民生活の安定を確保する緊急
決議」を、全会一致で採択。

「
年
越
し
派
遣
村
」 運

転
手
の
減
少
に
応
じ
て
削

減
す
る
こ
と
と
し
て
見
積
も

っ
た
も
の
」「
現
に
働
い
て

い
る
職
員
云
々
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
」
と
の
従
来
回
答

を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

再
任
用
制
度
の
運
用
に
つ

い
て
、「
短
時
間
勤
務
に
つ

い
て
定
員
管
理
枠
外
に
せ

よ
」
と
の
要
求
に
、「
よ
り

適
正
に
な
る
よ
う
働
き
か
け

て
い
き
た
い
」
と
回
答
し
ま

し
た
が
、
具
体
的
な
内
容
に

つ
い
て
は
回
答
不
能
で
し

た
。
ま
た
、「
フ
ル
タ
イ
ム

の
道
を
閉
ざ
す
な
」
の
要
求

に
対
し
、「
真
に
必
要
な
場

合
に
限
ら
れ
、
現
在
、
フ
ル

タ
イ
ム
の
行
（二）
職
員
は
い
な

い
」
と
回
答
、「
短
時
間
勤

務
で
も
宿
舎
の
貸
与
は
行

冒
頭
、
事
前
に
提
出
し
た

要
求
に
対
し
、
以
下
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

■
定
員
、
再
任
用
問
題
■

行
（二）
職
員
を
受
け
皿
に
し

た
定
員
削
減
に
つ
い
て
は
、

①
「
公
務
遂
行
上
真
に
必
要

な
場
合
を
除
き
、
技
能
・
労

務
職
員
の
採
用
は
行
わ
な

い
」「
原
則
、
行
（二）
職
は
採

用
せ
ず
民
間
委
託
す
る
」
と

し
た
１
９
８
３
年
『
行
革
大

綱
で
』
を
持
ち
出
し
、
②
運

転
手
さ
ん
の
将
来
不
安
を
増

大
さ
せ
る
公
用
車
削
減
に
つ

い
て
、「
定
年
退
職
者
と
そ

の
後
の
再
任
用
制
度
を
十
分

考
慮
し
た
と
こ
ろ
で
、
職
員

補
佐
は
、「
経
験
年
数
、

等
級
号
俸
、
部
下
数
の
す
べ

て
が
基
準
以
上
の
場
合
し
か

昇
格
で
き
な
い
」
が
、「
人

事
院
に
は
強
く
働
き
か
け
て

い
る
こ
と
を
ご
理
解
を
」
と

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
回
答
に
終
始

し
ま
し
た
。

交
渉
団
は
、「
人
事
院
と

の
個
別
協
議
に
何
名
を
上

げ
、
何
名
昇
格
で
き
た
の
か

を
聞
い
て
も
、
答
え
よ
う
と

し
な
い
」「
強
く
働
き
か
け

て
い
る
と
言
う
の
な
ら
、
勤

続
36
年
に
な
る
交
換
手
さ
ん

（
関
信
局
所
沢
署
・
安
藤
さ

よ
子
さ
ん
、
大
阪
局
港
署
・

前
田
留
美
子
さ
ん
）
の
４
級

昇
格
は
と
っ
く
に
実
現
し
て

い
る
は
ず
だ
」
と
抗
議
し
ま

し
た
。

用
務
員
の
鎌
田
さ
ん
を
２

級
の
ま
ま
退
職
に
追
い
込
ん

だ
上
に
、
交
換
手
さ
ん
も
３

級
の
ま
ま
退
職
に
追
い
込
む

こ
と
に
な
れ
ば
、
行(

二)

職

員
に
対
す
る「
裏
切
り
人
事
」

で
あ
り
、
そ
の
責
任
を
徹
底

し
て
追
及
し
て
い
く
こ
と
を

通
告
し
ま
し
た
。

員
の
要
望
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
気
配
り
を
徹
底
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

■
昇
格
改
善
問
題
■

行
（二）
職
員
の
劣
悪
な
昇
格

を
抜
本
的
に
改
善
す
る
た

め
、
包
括
承
認
基
準
を
満
た

し
て
い
る
職
員
全
員
を
人
事

院
と
の
個
別
協
議
に
あ
げ
、

他
省
庁
な
み
の
水
準
に
近
づ

け
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

も
ら
う
の
で
な
く
、
近
く
に

住
ん
で
い
る
行
（二）
職
員
の
方

に
開
扉
を
お
願
い
し
て
い
る

の
で
は
…
」と
答
え
ま
し
た
。

以
前
、
用
務
員
さ
ん
は
執

務
開
始
前
に
事
務
室
内
の
清

掃
を
終
わ
ら
せ
、
職
員
は
気

持
ち
よ
く
仕
事
が
始
め
ら
れ

た
が
、
今
は
委
託
業
者
が
時

間
内
に
清
掃
を
行
な
っ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
、
行
（二）
職

え
」
と
の
要
求
に
は
、
宿
舎

法
を
タ
テ
に
門
前
払
い
す
る

回
答
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

■
休
憩
場
所
問
題
■

「
用
務
員
室
や
交
換
室
を

廃
止
す
る
な
」
の
要
求
に
、

「
庁
舎
の
建
て
替
え
時
に
は
、

執
務
に
必
要
な
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
」
と
回
答
―
―
ス

ペ
ー
ス
と
は
部
屋
の
こ
と

か
、
そ
れ
と
も
机
だ
け
を
配

備
す
る
こ
と
か
、
と
追
及
し

ま
し
た
が
、
後
日
の
回
答
に

な
り
ま
し
た
。

■
超
勤
削
減
問
題
■

「
超
勤
縮
減
」
の
名
の
も

と
に
、
有
無
を
言
わ
さ
ず
、

行
（二）
職
員
の
超
勤
を
バ
ッ
サ

リ
切
っ
て
き
た
こ
と
に
抗
議

し
、「
命
令
は
的
確
に
行
い
、

手
当
支
給
時
間
の
拡
大
」
を

強
く
求
め
ま
し
た
。

「
実
績
に
基
づ
き
適
切
に

支
給
し
て
い
る
」
と
回
答
し

た
後
、
補
佐
は
「
署
か
ら
遠

い
総
務
課
職
員
に
早
く
来
て

山口委員長は、「今回は一ボラ
ンティアに徹しようとリュック
にカンパの食料を詰め込んで参
加した。受付テントには全労連
や連合の旗はあるものの、ボラ
ンティアは実行委員会配布のバ
ンダナを付けているだけだ。セ
クト意識が感じられない雰囲気

に、格差拡大・雇用破壊に反撃し、変貌を遂げようとする労働運動の
状況が垣間見えた。」とレポートしています。

ご冥福を
お祈りします

埼
玉
県
支
部
上
尾
分
会
の

平
松
廣
能
さ
ん
（
国
専
５
期
）

は
、
癌
と
の
闘
病
中
で
し
た

が
病
状
が
悪
化
し
、
12
月
４

日
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
56
歳
。
分
会
、
埼
玉

県
支
部
、
関
信
地
連
で
役
員

を
歴
任
し
ま
し
た
。
ユ
ー
モ

ア
の
あ
る
手
書
き
の
分
会
機

関
紙
を
発
行
し
、
職
場
の
民

主
化
の
た
め
奮
闘
さ
れ
ま
し

た
。謹

ん
で
、
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
。

関
信
地
連
・
埼
玉
県
支
部
上
尾
分
会

平
松
　
廣
能
さ
ん
逝
去

労
苦
に
報
い
る
気
配
り
も
徹
底
せ
よ

行（二）問題で
庁の責任追及


